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事例紹介①

観光業の人手不足の解決に向けたDXの活用
関係人口の創出

外国人材の受け入れ等の取り組み



事例紹介① 関係人口の創出

地域おこし協力隊活動の活用
↓

協力隊卒業後も事業を継続、地域の担い手として活躍
↓

担い手間のネットワークが地域全体へ好影響
↓

新たな移住者の迎え入れ、移住事業者の増加



地図出典：ほの国東三河紅葉・黄葉めぐり（ほの国東三河観光ビューロー）

奥三河における主な「地域おこし協力隊」活動の活用と継続
それらと共に移住者たちの事業展開 豊根村観光協会

広報・イベント・企画等

のき山学校
廃校活用交流施設運営

まちの縁側・ぽたび
観光拠点、自転車ガイド、飲食

hihumi1.2.3
インバウンド向けガイドツアー

東郷ケッタ―パーク等
MTBコースの開設などスポーツツーリズムの展開

DA MONDE TRAIL
10年続くトレイルランイベント

体験型ゲストハウスdanon
ゲストハウス運営とキッチンカー出店等

naori
日本初のビューティツーリズム

Simple＋
石鹸製造販売と手作りコスメ教室

kiyomari
森林アロマの商品開発

オリエンテーリング
オリエンテーリング大会の誘致・運営



三遠南信
交流イベント
主催：（一社）豊橋青年会議所



事例紹介②

周遊観光をはじめとした他地域との連携による
地域の魅力を高める観光振興の取り組み



R23バイパス全通（2025年3月）を
契機とした地域間観光連携

愛知県西三河・東三河、静岡県遠州の
県境を跨いだ８都市による

「国道23号＆1号バイパス沿線地域・観光交流ミーティング」を発足

事務局：（一社）ほの国東三河観光ビューロー



R23バイパス全通（2025年3月）を契機とした地域間観光連携
R23＆R1バイパス ドライブマップ作成（5千部＋増刷2千部）

西尾市、幸田町、蒲郡市、豊川市、豊橋市、田
原市、湖西市、浜松市の観光協会に当ビュー
ローが呼びかけ、対象市町間で構成する「国道
23号＆1号バイパス沿線地域・観光交流ミーティ
ング」を発足

①エリア間を結ぶ⇒一体感の醸成



R23＆R1バイパス 夏のスタンプラリー（17か所）
2025年7月～8月実施：参加者約2,600人 総スタンプ数：約4,700回

②点と点を結ぶ＝施設間連携⇒周遊促進・地域消費循環



③「食・物産」の事業者を繋ぐ⇒産業振興・ブランド化
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